


４．研究・実践活動取組課題選定の動機 

鈴鹿地区ではもともと、ばっち・船びき網、アナゴ漁、まめ板網、黒ノリ養殖などが

盛んに行われていたが、漁獲の集中による資源の減少（イカナゴ）、貧酸素水塊の発生

などによる水揚げの減少（アナゴ、カレイ、エビ類）や、漁場環境の変化による黒ノリ

漁期の短縮化などにより、漁獲量や収益が減少し、経営不振で廃業する漁業者もあった。 

 このため私達は、①ばっち・船びき網によるイワシ・イカナゴ漁、②底びき網によ

るアサリ漁、③黒ノリ養殖業 を持続的に継続できるように磨き上げ、さらにこれら 3

つの漁業を季節毎に周年組み合わせる（表 1）ことによる、経営安定化に取り組むこと

とした。 

 

 

５．研究・実践活動の状況及び成果 

（１）組み合わせて行う鈴鹿の漁業 

  私達の取り組んだ磨き上げの手法は、自らに厳しい規制を課す資源管理型漁業と、 

地域の海域特性に対応した黒ノリの養殖である。 

 

  １）ばっち・船びき網漁業 

～資源管理の優良事例～ 

 ばっち・船びき網漁業では、春～秋

（3月～12 月）にかけてイカナゴとイ

ワシを漁獲しており、私も主にこの漁

業を営んでいる（図 3）。 

イカナゴ漁は、全国のトップを行く

資源の自主管理の優良事例で知られて

おり、「解禁日の設定」、「禁漁区の設定」、

「終了日の設定」、「産卵親魚（20 億尾）

の確保」が取組の中心である（表 2）。

伊勢湾全体の漁師が、県の普及員、水 図 3 ばっち・船びき網の操業 

表 1 季節毎の漁業の組み合わせ 











（３）食べて知ってもらう伊勢湾の魚と漁業 

鈴鹿市漁協は平成 21 年に漁協の直売所「魚魚鈴」（図 13,14）をオープンした。こ

こでは私達がとってきたイカナゴ、イワシ、アサリ、黒ノリなどが購入できる。マス

コミなどにも何度も取り上げられ、伊勢湾中部で唯一の漁協直売所として、毎日賑わ

っている。 

平成 24 年度には、地元を始めとする県内外から、のべ約 10 万人のお客さんが来店

し、1億 5千万円以上の売り上げがあった。このことにより、組合経営にプラスにな

るのはもちろん、鈴鹿の漁業を広く PR することができている。全ては持続的に漁業

が営まれている成果だと考えている。 

 

７．今後の課題や計画 

夏～秋に発生する貧酸素水塊により、5年に一回程度の頻度でアサリの大量へい死が

起こる。残念ながら、今年（平成 26 年）の夏にも、かなりのアサリがへい死した。 

大量へい死に見舞われたアサリの回復は、基本的には自然の力に頼るしかないが、ケ

アシェルによる種苗の確保や、貧酸素の影響を受けにくい場所のアサリの保護など、私

達の手で回復を促す方法を考えていきたい。 

私達、鈴鹿の漁師を取り巻く環境は厳しく、一朝一夕には解決しないような課題はた

くさんあるが、若手の漁師みんなで考え、地区全体で一歩一歩、未来へ進んで行きたい。 

図 14 賑わう店内 

図 12 ケアシェルを用いた採苗試験 図 11 森林組合との交流活動 

図 13 直売所「魚魚鈴（ととりん）」 


